
りんじく

径 860mm の TW 1/.イヤと称しているものを{吏HJ し ， タイヤの

共通化をはかっている。しかし電動車の場合は氾動機や iJ;j l liの

|品l係で目立径 910m m のものを使用してい る。

2 JI1 'I"h 

( 1 ) 極 彩i 1llil~hは使用目的によっ て動制I(即J輪j日)，先制

(先輪 }11) ， 従 '1'111 (í逆輸HI)，省: 1'{ JII刺h(答 1'�:lli} 1 1) などに分けられ

る。

ア 動 'I~h 蒸気機関車問卸J刺と包気後l民1111m およびfll:illJJ

半川 if!lJ 'I4hに大目IJ される。蒸気後関111の場合は内総l箱式であるが，

\lllfVJ 111および一般の電気機|品1 111は外制l納式で，左右111輸の内 fillJ

には印J力伝i主用の脳卒がLE入により取付けられる。また'i'!1iJ[1J践

をl反付けるには左右車輪開に余裕がほしいから， i!I!結俸の不主主

なものでは外相h:ì'有式であ り ，外科i箱式はコロ取h受を使用するに

も1:11I合がよし 、。

イ 先 '1"1 ，， l!i:'I!III , Jjj(水車刺l 蒸気機関Jjiの先取hは !ン リ ン〆に

支附するので一般に内申hríl式である。 1t1宮、機 i比I1liの J~}合は 111 il引1

:ì'í'i，外 '14hJí'iの肝，j )jがある。蒸気俄|弘]11工の従曲hは一般には谷氏11i

'Iilh と I ， ;JJI~の外'141I lÎÍ;-\:が使用されているが，タンク峨|民IJII て'は先 ・

従介JI.lを共通使mのため内取h納式のものもある。炭水車!I~hは'各

}'í: 1I1~4h とほとんど同形であり ， 一般に後述の長軌を使用 してい

る(短制lのものもある)。

ウ '会 l'tJliif~h 外斜IJí'i式のものを使則する。国鉄では数段に

統ーして基本車由が定められている(外国においても!日j級)。国鉄

の~:;t;: n4hには長軸，短車由の別があり ， J IS による 11i刺l もこれら

を勘案して7t短制1 ， 7 t 長側1(1 1' ・ 乙) ， 10 t 短4唱し 10 t 長 'IWI ，

12 t 線網h ， 12 t :長軌 ( A . B) に定めている。長中illlはjめ去におい

て国鉄がその狭軌(国鉄の軌聞は 1 ，067 111m ) を以11~ il坑間(1，435

m m) に改築しようと の議がおこったとき考災されたもので，ジ

ャーナノレの位 111は隙i\主軌聞の ものと同様としており ， 111輸の位

i立を!Jk、け'るとト;':{JI!i !1坑間j刊と して使月3 できるものである。したが

って強皮としては 7t 長側lは機準軌閉肝jの 7 t il4h に， 12t 長取hは

以il!i !1仇間用 12 t 如hに使用できる。これに反し短血hは 111申請1の外側

近くにジャーナノレがある。その後傑準軌1mへの改築は見合わせ

となったが ， :J;ミ!鮒111車両の動矯軽減の tから綬制lにまさるので，

そのまま継続して f1l録的に使用 されている。蒸気俄|主Jl11}干!炭水

車でも長取hを佼HJ しているが，戦時中資材節約のため短軌を{吏

JIJ したものもある。

(2) 材'i'[ならびに製造事制lは大きな初'1mを負担して 111速度

で l副仮するものであり， :ïj正問が線路上を走行する性l'U: ， t担剃i

なタトカが加わる。すなわち

ア 垂直荷量 ジャ ー ナノレ上にかかるれm定位。

イ ねじり力 (7) 蒸気機関車ではクランタピンよりうける

ねじり力 (イ) 電気後以1"I1 illJJiI4h:tò よひ miTV! lli íTV! ilill l てJは ， ~11動機

から11Ï1l4hにはめられた大歯車を介して伝えられるねじり力 (ウ)

i肋線通過中におきる内外車輸の走行距離の差によ っておきるね

じり力

ウ はめあい力 車輪と輪心を圧入したために輪座におきる

圧力

エ その他風圧または1111線通過中の遠心力により 車両の

lTi心に働 く 水平力による力

などである。なお・回転により叫に正負の反桜応力をうけ， 111阿

がレーノレ継目 ， 分岐骨量などを通過する場合は相当な他í~躍もうけ

る。したがって111il4hの材質はこれに耐える優秀なものでなけれ

ばならなL、。一般には炭素鋼材を使用し中実体として作られる

が，外国においては重量軽減のため応力に耐える特殊鋼を使用

することも研究された。しかし特殊鋼をJlJl，、て111刺1の断面を小

さく することは， 応力には耐えても，たわみを鳩すこ とになる

ので聞白くな L 、。たわみをWI さ~;J.ためには桶hを中空にして霊泣

の !Iiì\ ì械をはかるのも一つの )J法であり ，外国ではこの極のもの

も{史j刊されている。

JIS による車中illlは平炉または抱気炉で製造したキノレド鋼の鋼

ぬまたは鋼j十から鍛冶し，鍛造後は各::fflを一般に過ぎlな熱処理

を施してから被械加工することにな っている。鍛造比について

はつぎのように規定されている。

ア 鋼!l'~からただちに鍛造すると きは鋼見の平均同僚は， 鍛

成した草稿hの平均院Ii問般の 4 倍以上でなければならない。

イ 鋼燥をあらかじめ圧延した後鍛造するときは錦見の平井j

而~U1 ， 鍛成した111 ilWIの平均陥債の 8 倍以上でなければならな

し、。

これは鈴迭のままの鋼の組織は結晶が相l大で，かつ紡，\1，粒聞

の J1i:!Nに不純物に日んだぜい弱な肢が存在しているので， 十分

な鍛造によ ってm大結i怖を{成政し， また結晶粒IMIの肢を倣l裂し

て材質を也i じんにするためである。上記の よう に鍛造比が 2 f.昆

あるのは ， LE延は材料の |λj :"'il まで鍛練されないから， rE延材 を

{史う 拡;合は全体の鍛冶上じを大と するのである。 J 1 S ではbK来

鏑1114油材に l -3{亜の 3 極主iiが規定されている。

化学成分についてはつぎのように定められ，話器械試験につい

ては引張試験， 務iJí: i試験 ， 1111げ試験が規定されており，住文者

の承認があ った場合は， r'み ill試験または IUlげ試験のどちらかを

省略できることになっている。詰nll試験の方法は悶一極))IJに以

するものでも使HJ 目的によ って異なっている(動軌その他の別)。

化 学:成分

倣性炉による j品合

極別のうち 1 簡はおもに国鉄の蒸気後|刻 111 . 客貨111 4411に使用

される。 f江気後|刻111および'fl!:励 111動車hではJ11 q411に動力伝述j羽大

倣車がI反付け られ， これによるねじり力も大きいので 2fillがnJ

いられ ， 3 種はおもに私鉄の 3.7 スポ ーク形輸心

1!1 JII }lJil計lに使JlJ される。 ，1ム

3 輪心

輸心(l濁 - 3) はポスの制i分

にJI1制lが圧入され， リ ムの外

周にタイヤが焼ばめされて一

休となり輪組iを悦成する。 111

申hジャーナノレ liilに受けた111 f本

の霊ß:は， 輸心からタイヤを

経てレーノレに伝わる。蒸気後

開幕切J輸の j弱合は輪心に P ラ

ンクピンが]民十l け ら Jれる。

( 1) 形 状輸心の}惨状

にはスポーク )~ ， 板形， ~íìJ診

の 3 極があ る。

ア スポー ク形輪心 ，1; ス

(1lï iJiIllの輪座にはまる部分)と

3 イ. 阪(ディスタ)輸心
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